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レーザー光の光パラメトリック波長変換技術は，レーザー発振を直接得ることが困難なテラヘ

ルツ波領域のコヒーレント光源を実現する重要な光技術として盛んに研究されてきた．これまで

にわれわれは，MgO:LN 結晶を用いた光注入型テラヘルツ波パラメトリック発生（is-TPG）によ

り，0.4–5 THz帯での高出力･波長可変テラヘルツ波光源の開発に成功している．一方で，KTP 結

晶とその類縁結晶を用いることで，MgO:LN 結晶を用いた場合よりも高周波数側での TPGが近年

報告されている[1]．そこで，本研究では，3–10 THz帯での高出力･波長可変テラヘルツ波光源の

開発を目的として，KTP結晶を用いたサブナノ秒レーザー励起 TPG に成功したので報告する． 

Fig. 1(a)に，実験配置の概略図を示す．パルス幅 0.40 nsのサブナノ秒 Nd:YAG MOPA の出力光

を用いて，台形にカットした KTP 結晶を励起した．ノンコリニア位相整合条件を満たすように発

生したアイドラー光の出力とスペクトル，および，テラヘルツ波の出力をそれぞれ測定した． 

Fig. 1(b)に，テラヘルツ波とアイドラー光の入出力特性の測定結果を示す．励起光を 2.2 mJ（ピ

ーク強度 2.6 GW/cm2）以上で入力すると，テラヘルツ波およびアイドラー光（波長 1086.6 nm）

の発生を観測した．励起光およびアイドラー光の周波数差より，発生したテラヘルツ波の周波数

はおよそ 5.7 THz に相当する．講演では，アイドラー光に対して単一周波数･CWレーザー光を注

入した結果についても報告する． 

【謝辞】本研究の一部は，JSPS-NSFC 二国間交流事業 JPJSBP120207407 による支援を受けたものです． 
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Idler

THz wavePump

Pyrodetector

KTP crystal

Lens

kpump

kidler

kTHz

Nd:YAG MOPA

0.40 ns, 5 mJ (max.), 

1064.4 nm, 100 Hz

0.0

0.5

1.0

T
H

z 
si

g
n

a
l 
(a

.u
.)

0 1 2 3 4
0.0

0.2

0.4

0.6

Id
le

r 
e
n

e
rg

y
 (

m
J)

Pump energy (mJ)

1060 1070 1080 1090

-100

-80

-60

-40

In
te

n
si

ty
 (

d
B

m
)

Wavelength (nm)

~5.7 THz

(a) (b)

 

Fig. 1. (a) Schematic experimental setup. (b) Measured input-output characteristics. Inset: 

measured spectra of pump and idler at 3.0-mJ pump energy.  
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